
昭和
20年〜

昭和25年9月12日 原町信用組合として発足

昭和28年6月11日 原町信用金庫に改組

昭和28年12月24日 富岡支店　開設
昭和
30年〜

昭和３1年9月1日 小高支店　開設

昭和３7年11月4日 本店営業部　新築移転開店
昭和
40年〜

昭和4０年1０月4日 浪江支店　開設

昭和44年1０月1３日 相馬支店　開設

昭和49年3月11日 広野支店　開設
昭和
50年〜

昭和54年1月29日 東支店　開設

昭和57年1０月4日 飯舘支店　開設

昭和58年12月6日 新地支店　開設

昭和59年9月1日 あぶくま信用金庫に名称変更
昭和
60年〜

昭和６０年11月5日 山元支店　開設

昭和６1年11月11日 久之浜支店　開設

昭和６３年6月2０日 双葉支店　開設
平成

元年〜 
平成3年1月17日 本部　新築落成

平成7年11月1３日 広野支店　新築移転開店
平成

10年〜 
平成1０年5月18日 夜の森支店　開設

平成1０年11月18日 南相馬市役所出張所
店外ＡＴＭ稼動開始

平成1０年11月2０日 国見町出張所 店外ＡＴＭ稼動開始

平成11年1０月1日 インターネットホームページ開設

平成12年３月27日 日本銀行との当座預金取引開始

平成12年8月2６日

創立50周年記念式典挙行
金庫ロゴの変更

平成12年12月 預金量1,000億円達成

平成1３年1０月1日 日本銀行歳入代理店として
取扱業務開始（本店営業部のみ）

平成14年1０月1日 生命保険窓口販売業務取扱開始

平成15年3月12日 個人向け国債等の募集業務取扱開始

平成15年12月1６日 国民生活金融公庫
業務連携・協力に関する覚書締結

平成1６年11月25日 フレスコキクチ東原町店出張所
店外ＡＴＭ稼働開始

平成17年11月15日 中小企業金融公庫
業務委託契約締結

平成17年12月2０日 農林漁業金融公庫
業務連携・協力に関する覚書締結

平成18年3月15日 ㈱ゆめサポート南相馬
業務連携・協力に関する覚書締結

平成19年5月1３日 東支店　北原出張所
（あぶくましんきんプラザ） 営業開始

平成19年1０月17日 県信用金庫協会と福島大学、
産学連携協力協定を締結

平成
20年〜 平成2０年8月2６日 本店営業部　南出張所

（南相馬市原町区国見町）開設

平成21年11月4日 小高区役所前出張所
店外ATM稼動開始

平成22年3月2３日 新富岡支店　移転営業開始

平成22年1０月12日 大熊支店　開設

平成2３年12月15日 営業地区をいわき市全域へ拡張

平成24年2月2０日 改正金融機能強化法に基づき、
公的資金200億円を導入

平成24年3月5日 いわき支店　開設

平成24年3月27日 亘理支店　開設 

平成24年6月4日 小高区役所前ATM再開

平成24年11月5日 いわき支店　新店舗開店
（いわき市自由ケ丘）

平成25年2月18日 でんさいネット取扱開始

平成25年3月27日 小高支店　営業再開

平成25年7月1６日 山元支店を亘理支店に統合

平成25年7月３1日 営業地区拡張の認可取得
（中通り地区・６市５町１村）

平成25年8月 預金量2,000億円達成

平成27年11月1３日 宮城県亘理町と「地域密着総合連携
協定」の締結

平成27年12月17日 相馬市と「地域密着総合連携協定」の締結

平成28年2月29日 南相馬市と「相互連携協力に関する
協定書」の締結

平成28年3月5日 ひろのてらす出張所  店外ATM
稼動開始

平成28年3月15日 新地町と「地域密着総合連携協定」締結

平成28年3月３０日 浪江町と「地域密着総合連携協定」締結

平成28年4月25日 広野町と「地域密着総合連携協定」締結

平成28年6月３０日 楢葉町と「地域密着総合連携協定」締結

平成28年7月12日 浪江支店　営業再開

平成28年1０月27日 フレスコキクチ山下駅前店出張所
店外ATM稼働開始

平成29年3月27日 富岡支店　営業再開

平成29年４月2０日 フレスコキクチ鹿島店 店外ATM稼働開始
平成
30年〜 平成３０年6月2６日 笑ふるタウンならは 店外ATM稼働開始

令和

元年〜
令和元年8月1日 飯舘村と「地域密着総合連携協定」締結

令和元年1０月9日 大熊町と「地域密着総合連携協定」締結

令和元年1０月３０日 双葉町と「地域密着総合連携協定」締結

令和元年12月9日 富岡町と「地域密着総合連携協定」締結

令和2年4月1日 福島県８金庫「SDGs共同宣言」の公表

令和2年1０月12日 久之浜支店をいわき支店の
店舗内店舗として移転

令和2年12月21日 南相馬市と地域産業活性化に
関する連携協定締結

令和3年5月19日 預金量3,000億円達成

令和3年7月9日 南相馬市と「災害時における支援協力
に関する協定」締結

令和4年5月19日 葛尾村と「地域密着総合連携協定」締結

令和5年2月7日 山元町と「地域密着総合連携協定」締結

令和5年8月7日 双葉支店・夜の森支店・大熊支店が
富岡支店の店舗内店舗として営業再開

あぶくま信用金庫のあゆみ
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預かり資産商品のご案内
当金庫では、お客様のライフサイクルに合わせた商品をご用意しております。

お客様の安定的な
資産形成のために

注意事項
○投資信託は、預金・保険
契約ではありません。
○投資信託は、預金保険
機構・保険契約者保護
機構の対象外です。
 また、当金庫が取り扱う
投資信託は、投資者保
護基金の対象ではあり
ません。

○元本及び利回りの保証はありません。
○詳しくは、取扱窓口または渉外担当者までお問い
合わせください。

ご自身・ご家族の将来の準備やもしもの時の備えのために
　お客様の円滑な相続・生前贈与のニーズにお応えするため、個人向け信託商品しんきんの相続信託「こころのバトン」と
しんきん暦年信託「こころのリボン」を取り扱っております。

当金庫では、主に下記の個人年金保険・医療保険・定期保険・傷害保険をお取扱いいたしております。

（令和6年６月末日現在）

医療保険
＆LIFE医療保険
Aセレクト

万一の「病気」や「ケガ」に備
えるための保険商品です。

三井住友海上あいおい生命
保険株式会社

ライフスタイルにあわせて
長期的な資産運用にお役立てください。

傷害保険
窓販
シニアサポーター

もしもの時の「ケガ」に備
えるための保険商品です。

共栄火災海上
保険株式会社

終身保険
しんきんらいふ
終身FS

万一の場合、ご家族のた
めに備える保険商品です。

フコクしんらい生命
保険株式会社

医療保険
ハローキティの
医療保険

万一の「病気」や「ケガ」に備
えるための保険商品です。

フコクしんらい生命
保険株式会社

定期保険
ハローキティの
定期保険

一定期間大きな保障が
得られる保険商品です。

フコクしんらい生命
保険株式会社

しんきん相続信託

こころのバトン
ご自分の将来やご家族の未来の
ために、必要となる資金をあらか
じめ準備できます。

しんきん暦年信託

こころのリボン
お子さまへ、お孫さまへ、ご家族
へ生前贈与をサポートします。

大切なご家族等へ、
あなたのこころを
お届けします。

大切なご家族等へ、
あなたのこころを
お届けします。

　ご自分の将来の生活資金としての定期
的な受取りや、ご家族にのこす金額およ
び受取方法をあらかじめ指定できます。
　お客様に万が一のことがあったとき、
ご家族が安心して生活できるよう、こころ
を込めて今のうちからご自分の資金の承
継について準備をしてみませんか。

　お客様が贈与を希望する場合、その手
続きをサポートする商品です。
　こころを込めて、贈与を受ける方にお客
様の気持ちを伝えてみませんか。

※信金中央金庫による元本保証、かつ預金保険の対象商品となります。
※信託契約時および追加信託時、当金庫所定の事務手数料が必要となります。

投資信託ラインナップ

老後の資産形成のために

注意事項
○原則60歳までお客様が拠出した資金を引き出すことができません。
○運用効果によって掛金元本を下回ることがあります。
○詳しくは、取扱窓口または渉外担当者までお問い合わせください。

令和2年4月より、信金中央金庫を運営管理機関とした個人型
確定拠出年金「しんきんiDeCo」の取り扱いを開始しました。

しんきんiDeCo

注意事項
〇国民年金基金は、積立方式の年金です。また、国民年
金とは異なり、物価等のスライドはありません。
〇国民年金基金への加入は、国民年金の保険料を納付
していることが前提となります。
〇国民年金基金への加入は任意ですが、加入後はご自
分の都合で任意に脱退および中途解約することはで
きません。 
〇詳しくは、取扱窓口または渉外担当者までお問い合
わせください。

国民年金基金は、自営業・フリーランスの
皆様の老齢基礎年金に上乗せする、
公的な年金制度です。
税制優遇を受けていただきながら、
老後の生活に備えることができます。

国民年金基金

○保険商品は、預金等ではありません。（預金保険制度および投資者保護基金の対象外です。）また、保険金や解約返戻金等が払込保険料の合計額を下回ることが
あります。　○引受保険会社の業務もしくは財産の状況の変化によっては、ご契約時の保険金額等が減額されることがあります。　○ご検討にあたっては、商品パ
ンフレット等を必ずご覧ください。　○詳しくは、取扱窓口または渉外担当者までお問い合わせください。所定の資格を持つ募集人がご説明させていただきます。

注意事項


